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欠陥住宅関西ネット第 2回総会

去る2月 20日 (土 )、 午後 2時から、大
阪駅に比較的近いホテルサンルート梅田で、

第 2回総会及び記念シンポジウムが開催さ

れた。 1昨年 10月 の創立総会以来、 2回

目の総会で、この間やや期間があいたが、

前年 11月末に和歌山で全国ネットの総会
の開催があったため、順延になっていたも

のである。

当日の会合には、一般の方を含め約 60
名が参加した。岩城事務局長による結成以

来の活動経過を兼ねた基調報告に引き続き、

最近京都及び長野での建築士の実態調査を

まとめられた藤田忍大阪市立大学助教授か

ら、欠陥住宅を生み出す社会的背景及び建

築士の業態などについてのスライドを交え

た講演、さらには増田靖仁建築士・当職も

カロわっての「欠陥住宅の予防と建築士の役

割」と題したシンポジウムが行われ、欠陥

住宅被害の予防のために導門家が果たすべ

き責任に加え、消費者教育の重要さについ

ても問題提起がなされた。

更に、実際に欠陥住宅の被害にあわれた

明石市居住の被害者及び石井修二建築士に

よるスライド報告を交えた詳細かつ怒りを

込めた経過報告や門前武彦弁護士による一

・二審で裁判所の判断が逆転した欠陥住宅

訴訟の裁判報告があつた。

Ⅱシンポ ジウム報告 及び

新事務局長 と しての抱負

弁護士・重村 達郎
また、この間、建築完了検査を経ていな

いすべての三階建て住宅についてパ トロー

ルを実施し、その結果、目視によるだけで

も壁量の著しい不足など建物構造上の欠陥

が多数発見されたことから、以後の相談等

アフターケアも含めて欠陥住宅被害の予防

・救済に向けて行政として最も先進的に取

り組んでいる堺市計画調整局の職員から、

その内容・結果等について報告をしていた

だいた。

各企画・報告とも密度の濃いもので、当

初予定の 3時間はあっという間にすぎた。

最後に、関西ネットに参加している各支

部・グループ (神戸・京都 t和歌山)から

の活動報告及び会計報告と新役員の選出が

あり、今年 5月 末に開催される広島での全

国ネット総会で全国ネット事務局長への転

出が予定されている岩城事務局長に代わり、

当職が関西ネットの新事務局長に、また、

これに伴い、制度部会長に嶋原誠逸弁護士、

会計に田中宏幸弁護士がそれぞれ選任され

た (川崎広章相談部会長、用貝成手ニュー

ス部会長は留任 )。

その後、同ホテル内での懇親会に移り、

30人余りが参加して多数の人たちから挨

拶や活発な問題提起などがなされ、なごや

かな寡囲気のなかで、幕を開じた。(次買)



関西ネットの組織及び財政は、総会,年

数回の全体例会、 2ケ 月に1度程度開催さ

れる各相談・制度部会等などに参加される

会員や、調査・相談協力建築士 `弁護士に

登録して、「欠陥住宅 110番」での電話

相談及び事務局への依頼条件について日常

的な欠陥住宅被害の調査・相談に応じてく

ださる建築士・弁護士など積極的に活動し

ている会員だけではなく、これらには参加

されないけれども、決して安くはない年 8

000円の会費を払い、こうした活動を人

的・財政的に支えてくださる多くの会員の

支持・協力のもとに成り立っている (会員

数は、団体加入傘下の建築士 :弁護士も加

えると200名を超える)。
新事務局としては、会費に見合うだけの

欠陥住宅被害の予防・救済にむけた良質か

つ多様な情報を提供するとともに、各種会

合への参加の機会を保証し、できるだけ多

くの会員が積極的に活動できる基盤を整備

したいと考えている。

・既に総会配布資料でお知らせしたように、

事務局では、建築関連図書や、欠陥住宅

訴訟にかかる訴状・準備書面・判決及び会

員建築士による予備調査§日本調査報告書

・鑑定書を収集して、会員の関覧・謄写に

供するとともに、貸し出しも行っているの

でいつでも利用されたい。

また、今年は、従来からの被害相談への

対応、救済にむけた諸活動はもちろんのこ

と、欠陥住宅をつかまされないための基礎

知識修得にむけたセミナーを数回のシリー

ズで開催するなど、予防の方面にも重点を

おいて活動していきたいと考えている。さ

らに、Eメ ール・インターネットの利用や

ホームページの作成も視野にいれて、より

効率的な情報の収集 ,伝達体制を整えてい

きたいと考えているので、会員諸氏のご協

力をお願いしたい。

先
の
和
歌
山
大
会
の
会
場

≪個別相談参加者より>

先日は、悪天候の中、お忙しいところ、お手数をおかけしてしまい、申し訳ありま

せんでした。本当に有難うございました。

早速、5日 に弁護士会館へ行つて参りました。夫も少し遅れましたが、話しを聞く

ことができました。5テープルぐらい用意されており (相談者は10数名おりました)

偶然にも私共の話しを聞いて下さつたのは、平野建築士でした。ラッキーだつたと思

います。やはり幾つかの問題点があり、3年ぐらい経つと、傾きやゆがみがでてくる

のではという事で、簡単な調査をしていただいて、どこがどう悪いのか、それではど

うしたら良いか決めていこうと思つております。

弁護士の方は、工事監理者になっている建築士に責任を聞えるというお話しでした。

この家は、かなり雑なつくりなのでは?欠陥住宅なのでは?と不安を持ち初めてから、

奈良県生活科学センターや奈良県建築士協会、奈良市役所市民相談に聞きに行つたの

ですが、埒があかず、どうしたらいいかしらと?と悩んでいる時に、貴方様の本に巡

り会え、解釈の糸口を掴めたことにとても感謝しております。   1
季節の変わり目ですので、御身体はくれぐれもお気を付け、益々の御活,選をお祈り

申しあげます 3月 7日



大
阪
府
内
の
都
銀
支
店
が
文
書

配
布

乗
い
容積率
一２
割
増
し
容
認

大
手
都
市
銀
行

（本
店

。
東
京
）
の
大
阪
府
内
の
住
宅
ロ
ー
シ
担
当
者
が
、
違
法
建
築
で
あ
っ
て
も
住
宅
購
入
資
金
を
融
資
・

す
る
内
容
の
文
書
を
、
取
引
先
の
住
宅
販
売
会
社
に
送
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
同
都
銀
は
文
書
の
発
送
を
認
め
た
う
え

，

で
、

「違
法
物
件
に
全
く
融
資
し
な
け
れ
ば
、
実
績
が
落
ち
込
む
お
そ
れ
が
あ
る
ヽ

の
違
法
物
件
へ
の
融
資
の
実
態
は
、
違
法
建
築
が
増
え
続
け
る
要
因
の
ひ
と
つ
と
ヽ

て
い
る
建
築
家
ら
か
ら

「法
の
軽
視
は
安
全
性
の
軽
視
に
も
な
り
か
ね
な
い
」
と

違
法
建
築
で
も
融
資
を
約
束

す
る
文
書
は
、
大
阪
府
北
部
の

同
都
銀
支
店
の
担
当
者
名
で
昨

平
方
＝
以
上
」
、
建
物
面
積
は

「
建
築
確
認
通
知
書
以
内
」
な

ど
と
し
て
い
た
が
、
建
物
面
積

に
つ
い
て
は
手
書
き
で

「
一
二

〇
％
ま
で
可
」
と
付
け
加
え
、

建
ぺ
い
率
や
容
積
率
の
違
反
が

規
定
の
三
割
増
し
ま
で
な
ら
融

資
す
る
内
容
に
な

っ
て
い
た
。

同
都
銀
に
よ
る
と
、
違
法
物

件

へ
の
融
資
は
昨
年
上
期

（
四

―
九
月
）
で
全
国
で
約
千
件
、

融
資
金
額
で
は
同
行
の
住
宅

ロ

ー
ン
全
体
の

一
割
強
に
あ
た
る

と
い
う
。

一
連
の
大
蔵
省
幹
部

へ
の
過
剰
接
待
な
ど
で
銀
行
の

モ
ラ
ル
が
問
題
に
な

っ
た
た

め
、
昨
年
か
ら
違
法
建
築

へ
の

融
資
も
控
え
る
よ
う
内
部
で
検

討
。
昨
年
十
月
、
新
規
の
受
け

付
け
分
か
ら
建
ぺ
い
率
や
容
積

率
の
順
守
を
徹
底
す
る
よ
う
に

し
た
と
い
う
。
　

　

・

ろ
が
、
■取
引
先
か
ら
の

端
に
減
り
、
支
店
の
ロ
ー
ン
担

当
者
ら
か
ら

「こ
の
ま
ま
で
は

違
反
し
て
い
な
い
物
件
へ
の
融

資
ま
で
も
ほ
か
の
銀
行
に
奪
わ

れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
声
が
出

て
い
た
と
い
う
。

同
都
銀
が
二
、
二
月
、
関
西

地
区
の
取
引
先
を
対
象
に
実
施

し
た
内
部
調
査
で
は
、
大
阪
市

阿
倍
野
区
内
の
不
動
産
業
者
は

「取
り
扱
っ
て
い
る
物
件
す
べ

て
が
建
物
面
積
で
違
反
し
て
い

る
」
と
い
い
、
大
阪
府
東
大
阪

市
の
住
宅
販
売
会
社
は

「違
反

率
は
九
割
。
土
地
面
積
も
四
十

平
方
″
以
下
で
も
融
資
し
て
く

れ
る
銀
行
は
あ
る
」
と
答
え
た

と
い
う
。
同
都
銀
広
報
部
は

「現
状
か
ら
し
て
、
う
ち
だ
け

が
襟
を
た
だ
し
て
も
違
反
は
な

く
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
「

・全
く
違
法
を
認
め
ず
、
厳
密
に

や

，
て
い
く
か
ど
う
か
は
頭
の

痛
い
問
題
だ
」と
話
し
て
い
る
。

欠
陥
住
宅
に
詳
し
く
、　
習
一

階
建
て
住
宅
が
危
な
い
」
と
い

う
著
書
が
あ
る
大
阪
府
堺
市
の

一
一
級
建
築
士
、
平
野
憲
司
さ
ん

に

堪

確

賽

の
贄

は
、
現
実
に
は
構
造
的
に
欠
綸

の
あ
る
も
の
に
も
あ
る
。
住
宅

購
入
者
の
中
に
は
違
反
や
欠
陥

だ
と
知
ら
ず
に
購
入
し
て
し
ま

い
、
銀
行
の
融
資
の
あ
り
方
が

訴
訟で‥聞
ゎ
れているかギ

も
あ
る
。

資
し
な

がン
ト
だ
。
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1は じめに

欠陥住宅問題については、すでに法律の

分野でも、建築の分野でも、優れた先達が

おられます。そして、現在では、その業績

が、理論的にも整理された形で文章化され

ていて、単行本として、市中の本家さんで

簡単に手に入れることができます。

また、関西ネットなど、熱意をもって欠

陥住宅問題に取り組む人たちの輪も広がつ

てきていて、とても心強いかぎりです。

しかしながら、一般には、まだまだ欠陥

住宅問題についての工しい理解が不足して

いるとしか思えない場面に出会うこともし

ばしばです。

そこで、今回は、むずかしい話はさてお

いて、欠陥住宅の被害者側からみて、日ご

ろ感じている疑問をつれづれなるままに記

してみたいと思います。

2 弁護士の目―建築基準法は守れない ?
欠陥住宅の被害者としては、建築基準法

令を根拠として、さまざまな違法性を主張

するのですが、相手方からはほぼ決まって、

「建築基準法令なんか守れないし、現に、

本件建物だって容積率、建ぺい率に違反し

ているじゃないか」という反論がかえつて

きます。

これは反論として成り立つのでしょうか ?

まず、建築基準法は、全部で 7つの章が

あるのですが、そのうち特に大事なのが第

2章と第 3章です。この第 2章は「建築物

の敷地、構造及び建築設備」との表題があ

りますが、第 3章は、この第 2章の表題の

前に「都市計画区域等における」という表

題をたして「都市計画区域等における建築

物の敷地、構造及び建築設備」という長い

表題となっています。

これは分かりやすく言えば、第2章の規

定というのは、住宅が、日本中のどこにあっ

ても、たとえ北海道の原野にボツンとある

一軒家であったとしても、いやしくもそれ

弁護士 嶋原誠逸日制度部会長(2級建築士)
が住宅である限り満たさなければならない

ことがらについて定めています。そのため、

第2章の「建築物■の前には、何の制限も

ついていませんし、単体規定と呼ばれるこ

ともあります。

これに対して、第 3章の規定は、都市計

画法とリンクしていて、住宅力誠[市計画区

域内にある場合、いわばお隣さんとの関係

を踏まえて、街並みのなかに存在する住宅、

という観点から必要となることがらについ

て定めていて、集団規定と呼ばれることも

あります。そして、この典型例が、土地を

所有しているからといって、敷地いっぱい

に住宅を建ててはヤヽけませんよ (建ぺい率)

とか、背高ノッポはいけませんよ (容積率)

という制限なのです。

このうちЪ欠陥住宅の被害者が、欠陥と

して救済を求めているのは、主として第 2

章に関係する違反です。例えば木造軸組の

2階建て住宅において、耐力壁が不足して

いるという欠陥がある場合、それは、この

住宅が都市計画区域内にあるか否かとは関

係なく、そもそもが人が安全に居住すると

いう大前提に欠ける住宅であることを問題

としているのですと

ですから、相手方の「欠陥基準法なんか

守れない」というのは、主として街並みに

ついて集団規定についての言い分であつて、

決して、単体としての住宅、それ自体の安

全性についての反論とはならないはずです。

このように整理すると、当たり前だと思

われるかもしれゴせんが、実際には、「施

主の要望によりヽ 部屋を大きくしたから、

法令は守れないうは当然」とか「買主の希

望を入れて、部屋の間取りをしたのである

から、文句を言うのはおかしい」などと、

もっともらしく主張下されると、ついつい誤

魔化されがちですも,

弁護士としては、オロ手方の主張を正しく

位置づけていくことが必要だと思います。

iⅢ

'ユ

lr

!:―
.FilII―

■  !`

ζ  lI)'|

寸f.…

'11'I!r ill'

|〔 f コ「IⅢ

Ⅲて ■`●
_. |ぃ ■ ゃ



3 建築士の目―実質的に安全であれば良
い 7

次に、相手方からよく出てくる反論とし

ては、「建築基準布令など守らなくても、

実質的に安全であれば、何の問題もないは

ずであり、建築士から、実質的に安全であ

る旨の回答を得ている」というものです。

この反論の具体的な中身は実にさまざま

ですが、「実質的」という中にすべての矛

盾を隠してしてまっている、というのが実

情であり、多くの場合は、クリアすべき基

準そのものを下げておいて、その低い基準

をクリアしているから問題ない、という論

法になっています。

しかし、本来、建設業界は約600万も
の人が携わる巨大な業界ですし、扱うもの

も住宅や事務所であるなど、人が毎日生活

する場所そのものであり、安全であって当

然のところです。そのため、建設業者ごと

に、安全性の判断基準や施工の詳細につい

て、ばらつきが生じないように、建築基準

法令を頂点として、非常に数多くの標準的

な技術基準があり、これはある意味では、

建設業者にとって免罪符としての役割を果

たすものでもあるはずです。

ところが、いざ問題が生じると、法令を

はじめ、これら標準的な技術基準のすべて

を無視しても、安全性を確保できるという

言い方がままされるのですが、実に不思議

です。特に、建築士の方で、基準を下回つ

ていても安全性には問題ないと言われる方

が結構おられるのですが、そのご主張に必

ずしも根拠があると思えないときも多く、

普段からどのような仕事をしておられるの

か心配になることさえあります。

率直に言って、これは、建築士の間でも

事実の認識について意見が分かれるような

むずかしい問題があるからではなく、対象

となる住宅は客観的かつ物理的に目の前に

存在しているですから、後はつまるところ、

立場の違いが端的に結論の違いになって現

れたというだけのことと考えられます。

そうであるなら、欠陥住宅の被害者とし

ては、現行の建築基準法令を頂点とした標

準的な技術基準にそって救済を受けられて

当然であり、それを下回る基準や不明朗な

独自の基準を押しつけられるいわれはない

はずです。

4 2つの眼の融合
そうすると、欠陥住宅の問題というのは、

弁護士が建築基準法令を頂点とする標準的

な技術基準に精通し、建築士が対象となる

住宅についての事実調査を行って、容観的

かつ物理的に精確なところを把握すること

によつて、ちょうど車の両輪が揃い、争点

がズレたリボケたりせずに、早く、かつ有

効に被害者の方を救済できるものと考えま

す。

5 参加のご案内一相談部会内の研究会
関西ネットの相談部会では、 2つの限の '

融合を図るべく、「構造 (再 )反論研究会」
(仮称)を立ち上げ、さる平成 11年 4月
23日 に第 1回の会合をもちました。   .
この研究会では、相手方が持ち出す独自

の基準が何が具体的に間違っているのか、

どの標準的技術基準と抵触するのか、相手

方が行う (構造)計算が本当に正しいのか、
通有性のあるものなのか、について、突つ

込んだ議論を行うことを目的としています。

つまり、当方から提出した鑑定書に対し

て、相手方の建築士などから提出のあった

反論書をもとにして、主として構造の観点

から (再)反論を試みようとするものです。

なお、第 1回では①混構造 (1階RC造、
2・ 3階木造)における 1階 RC造の許容
応力度の算定方法、② S造 3階建て、ラー

メン構造の接合部・保有耐力接合と具体的

溶接継目の関連性、についてオープンな意

見交換が行われました。

この研究会では、構造を専門とする建築

士の方をはじめ、参加者を募集しています。

参加希望の方は、関西ネット事務局 ,弁

護士・重村達郎 (FAX06・ 6311・
7689)ま でご連絡ください。現在、第
2回研究会の日程調整中です。

以上
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欠陥住宅関西ネット収支報告 (99.2/13～ 99.4/29)
会 計  日 中 宏 幸

1、 前国よりの繰越金                1、 934、 705円
2、 収入                        520、 999円
(1)年会費収入           8、 000× 22名 =176、 000円
(2)関西ネット紹介事件負担金収入 (5%)        145、 450円
(3)第 2回総会参加費収入                 49、 000円
(弁護士・建築士・学者 と、000円 X40名 =40、 000円 )
(一般・学生  500円 X18名 =9、 000円 )

(4)第 2回総会レセプシヨン参加費収入

(5、 000X30名 =150、 000円 )

(5)預金利息収入

3、 支出

(1)第 2回総会運営費

①総会会場費

② レセプションパーテイ代

③上記①②の振込手数料

④総会資料コピー代 (振込手数料含む)

③事前打ち合せ費用

⑥講師謝札

⑦会場準備費

①当日図書購入費

(2)欠陥住宅 と10番 (2月 19日 )運営費 (振込手数料含む )
(3)相談部会 (3月 18日 )運営費
伴)図書購入費 (振込手数料含む )

(5)交際費 (春典 )

4、 残高                      1、 9

150、 000円

515、
452、
66、

165、

549円
741円
252円
780円
円

円

896円
100円
000円
106円
680円
652円
900円
937円
000円
963円
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活動日程

,欠陥住宅全国連絡協議会広島大会 (5月 29日 ～30日 )

・「欠陥住宅をつかまされないためのセミナー」(6月 5日 、7月 17日 )

講師・尾崎信人 ,建築士、 13時 30分～16時、北浜ビジネス会館
・制度部会 (6月 7日 、7月 26日 )18時 30分～21時、木村浦川弁護士事務所
,「欠陥住宅 110番」(6月 18日 ～ 19日 )未定
・事務局会議 (6月 28日 )18時 30分～21時、本村浦川弁護士事務所
,個別相談会 (7月 2日 )未定
・相談部会 (7月 9日 )18時～21時、北浜ビスネス会館

編集後記 :ホームページ作成について検討中ですが、難航しています。内容などにご提案などが

ある方、またご協力頂ける方は事務局までご連絡下さい。よろしくお願いします。

〒580-0028 北区万オ町5-9 日本消費経済新聞社 用貝 成子 (ニュース部会長)
TEL 06-6314-1191、 FAX 06-6360二 2525


